


















































































































































































































































　 国内滞在期間　平均 （最短～最長） 国外学習期間　平均 （最短～最長）
KNS 2年 6月 （0年 7月～ 7年 0月） 4年 7月 （2年 0月～ 6年 6月）
CNS 1年 8月 （0年 4月～ 4年 0月） 5年 4月 （3年 0月～ 7年 0月）





























（a）「は」のみ  1  7 10  5
（b）「が」のみ  2  2  0  4
（c）「は」と「が」  7  1  0  1
（d）「は」と「が」以外  0  0  0  0
合計 10 10 10 10
表 2から分かることは、次の通りである。空所［7］において、（a）「は」のみが記入さ
れた回答は、JNSでは 1、KNSでは 7、CNSでは 10、BNSでは 5である。一方、（b）「が」































「個人内の揺れ」あり 7  1  0  1
「個人内の揺れ」なし 3  9 10  9
合計 10 10 10 10
表 3からは、「個人内の揺れ」がある回答は、JNSでは 7であり、KNSと BNSにそれ
ぞれ 1ずつであることがわかる。つまり、空所［7］では、両方の助詞が使用可能である


























































「個人内の揺れ」あり 49  34  13   8
「個人内の揺れ」なし 399 403 414 420

















カイ 2 乗 15.083
自由度 3
P 値 （漸近有意確率） 0.0017467









































比較したグループ Z値 P 値 （漸近有意確率）
JNSと KNS －1.954 0.0506718
JNSと CNS －3.026 0.0024781











































































































































































































































 4 空所補充調査と口頭調査の合計所要時間は、平均 33分 34秒（最短 11分 40秒、最長 69分 51秒）




 7 「は」「が」以外に使われた助詞は、JNSの場合、「も」「とも」「に」「無助詞」の 4種であり、
NNSの場合、「も」「とも」「に」「無助詞」「を」「と」「の」の 7種である。
 8 母語別に合計が異なる理由は、「は」と「が」以外の助詞が記入されている回答を分析対象外と
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おいかけてきました。［絵 17］ガラガラ !ドカーン！ 二人（51）　　、崖から落ちてしまいました。
［絵 18］でも、浅い川（52）　　助かりました。「あれ？ 何か聞こえるよ！」［絵 19］「しー！ ポピー、
静かに。」トム（53）　　倒れた木の向こう側（54）　　のぞきました。すると・・・［絵 20］「あっ、
かえる君（55）　　いた！」しかも、一人ではありませんでした。かえる君の横に女のかえるさ
ん（56）　　いました。かえる君（57）　　奥さん（58）　　いたのですね。［絵 21］あ！ さらに、
小さなかえるたち（59）　　出てきました。かえる君（60）　　お父さんだったのです。［絵 22］ト
ム（61）　　かえる君から一番ちっちゃいかえるちゃん（62）　　預かることになりました。「かえ
る君、ありがとう。必ず大切に育てて、大きくなったら、またここ（63）　　戻すからね。バイ
バイ。」
